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死亡例はなく， 50歳以上69歳以下の死亡率は10%，70議
以上では32.4弘であった。 70議以上では完全房室ブロッ
ク，ショック状態とな予易く，これが入読早期の死亡原
菌となり，又，心不全の回復の悪い事が，入院後 1週以
上での死亡と関誌し死亡率を高めていた。
急性期の予後暫定には，不整脈の項目を持つ Peelの 
Prognostic indexが臨床的に有用であった。 
12.長期間ドーパミン使用から離競出来ない異霊狭£、
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症例は72歳の男性。 10年来，本態詮高血迂を指摘さ
れ，年に 4-5自の安静時狭心症発作を繰返していた
が，昭和55年4月17日，胃癌のため胃切除箭を受け，昭
和 55年8月 18日大鑓骨頚部骨折iこて当践整形外科入説
中， 8月2313午前2持20分，突然胸躍内苦爵感を訴え，
その直後ショック状態となった。心電図上， STの上昇
と完全房室ブロックを認めた。以後ドーパミン 10μg/ 
kg/min，カルニゲ、ンlOA/dayの持続点謡静注を続けて
いるが，点滴を中断すると，ショック状慈となヲ，意識
レベルの抵下を繰返す。しかし発作時を徐いて比殆ど
心電図上の異常を認めず，車清酵素の変動もみられな
い。発症後 3カ月半経過したが， ドーパミン点請から離
脱出来主い状態が続いている。 
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吾的今回，ヒマラヤ登山〈マカルーE峰7640m) lこ
同行する機会を得たので，高所の状況が錆環器系にいか
なる変化を及iまずかについて検討した。
対象と方法対象は，日本人隊員5名，原地住民3名
とし， 高度 380m，3，540m，4，800mの地点にて，血圧
測定及び心電国記録を行った。
結果血圧は日本人で、は高慶が増すに従って収縮期卑
圧，拡張期血正，服圧ともに上昇した。京地住民では一
変上昇した血圧が長く誇在した後で、は元に戻った。心電
図では， P波の尖鋭化， VI-V3での逆転又辻平低 T，
移行帯の左への移動がみられた。
考案高所では大気圧の低下の結果，抵酸素状態とな
る。低酸素下では蹄の車管抵抗が増し，訪動脈正，右室
圧が上昇するといわれており，今自の血圧，心電図の変
北も右心負荷の特徴をよくとらえていた。 
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近年 RIを用いた非観血的方法が患血性心疾患の診断
に法く用いられており，当院でも運動負帯心筋スキャン
を行っているので報告する。負荷はトレッドミノレをブノレ
ース法によって行った。労作詮狭心症，労{乍兼安静時狭
心症，陳i日性心筋梗塞，胸痛のない患血性心疾患の24例
中，負祷シンチ揚詮率52.9%に対し負帯Jむ震菌揚性率 
29.1%と差がみられた。又，負者終了時点の心拍数をみ
ると，シンチ，心電図とも陽性の群では，その平均心拍
数泣，平均年齢の最大心拍数の60%であったのiこ対し，
シンチ陽詮，心電図陰性群の心拍数泣最大心拾数の80%
であった。これは運動能力のおちていない謹血性心疾患
の運動負荷テストとして 201Tlによる運動負荷心筋シン
チグラフィーは負帯む電図よヲ有効であると思われた。 
15.非観車的心機能測定法のー，この検討一心プール
の左室~I&出分霊を中心に一
吉田勝哉，杉林昭男(国立習志野)
吉司王志 〈向・放射隷科〉
堀司とし子 〈千大・放射繰科〉
左心機詫評価の一指標である左室露出分画〈以下 EF
イ直〉を心電図ゲート法(以下心プール法〉にて求め，従
来の左室造影法・心エコー法による EF植と比較検討を
行なった。心プール法には γカメラ Ohio L:410とミ
ニコンピュータ VIP450を用い，平衡持法， L. A.O.， 
関誼 60%にて左室 R.O.I.を求め， 左室容積曲綾を作
!J， EF笹を算出した。左室造影詰詰 Dodge法にて，
心エコー法はMモーれこて行なった。対象は虚車性心疾
患12倒，高血圧心肥大 2{YU，弁膜症3傍，心筋症 1伊jの
計18例であった。心プール法の EF値辻左室造影法の 
EF ~直と 7ニ 0.63(n= 1O)，心エコ}法の EF 1i直と r= 
0.79 (n=16)の相関を示した。また心エコー法との比
較では，心プールのシネモード表示された雷像で左室壁
に不均等寂結の観察された 6症例(いずれも心筋梗塞例)
を徐くと r=0.96となヲ桔欝諮数は有意に上昇した。
